
「
十
周
年
記
念

十
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」
開
催
開
催 

「
十
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」
開
催 

ひろしま夢ぷらざ 

流
定
住
促
進
協
議
会
、
広
島
県
市
町
村
振

興
協
会
の
関
係
者
ら
約
二
百
人
が
出
席
。

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
譛
広
島
県
市
町

村
振
興
協
会
の
五
藤
康
之
理
事
長
（
三
原

市
長
）
の
記
念
式
典
挨
拶
に
続
き
、
藤
田

雄
山
広
島
県
知
事
、
山
木
靖
雄
広
島
県
議

会
副
議
長
に
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
一

橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
の

関
満
博
教
授
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
田
知
事
は
、
ひ
ろ
し
ま
夢

ぷ
ら
ざ
の
十
年
の
歩
み
を
た
ど

り
な
が
ら
、
店
舗
の
発
展
に
尽

力
し
た
関
係
者
に
対
し
て
感
謝

の
念
を
表
明
。山
木
副
議
長
は
、

都
市
と
農
村
、
消
費
者
と
生
産

者
を
結
ぶ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期

待
感
を
示
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
関
教
授
が

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
農
商

工
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

農
産
物
直
売
所
の
市
場
は
一
兆

円
に
迫
る
規
模
で
、

直
売

所

と
い
う
仕
組
み
が
「
日

本
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
断
言
。
全
国
各
地
の
先
進
的

な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
な

〞

〝

中
区
本
通
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
ひ

ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
開
設
十
周
年
を
記
念

し
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
十
周
年
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
」
が
三
月
二
十
六
日
、
中
区
上

八
丁
堀
の
八
丁
堀
シ
ャ
ン
テ
で
開
か
れ
ま

し
た
。
本
県
連
と
出
展
者
を
含
む
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
関
係
者
の
ほ
か
、
広
島
県
交
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が
ら
、
中
山
間
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
直

売
・
加
工
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の

３
点

セ
ッ
ト

が
日
本
を
変
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
と
語
り
、「
直
売
所
は
日
本
に
お
け

る
最
後
の
成
長
市
場
」「
日
本
の
将
来
を

担
う
次
の
産
業
と
し
て
評
価
す
べ
き
」
と

熱
弁
を
ふ
る
い
、
直
売
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
推
奨
し
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
活
動
は
営
利
追

求
で
は
な
く
、「
地
域
を
紹
介
す
る
こ
と
」

「
地
域
へ
出
か
け
て
も
ら
う
こ
と
」
が
大

前
提
で
、
十
周
年
を
迎
え
た
こ
の
先
も
、

新
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
の
支
援
、
特
産

品
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
場

な
ど
と
し
て
地
域
活
性
化
の
け
ん
引
役
を

担
う
方
針
で
い
ま
す
。
開
設
十
年
と
い
う

節
目
を
折
り
返
し
、
次
の
十
年
を
目
指
し

て
新
た
な
一
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
ひ

ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
を
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〞

〝

藤田雄山広島県知事による来賓祝辞

一橋大学大学院　関満博教授による記念講演
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本
県
連
の
「
平
成
二
十
年
度
臨
時
総
会
」

が
二
十
四
日
、
中
区
基
町
の
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。
臨

時
総
会
に
は
、
県
内
の
商
工
会
長
ら
四
十

五
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
四
人
）
が
出

席
。加

島
英
俊
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
、
大
野
町
商
工
会
の
滝
口
義
明
会
長
を

議
長
に
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
上

程
さ
れ
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
七
号
議
案

の
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
収
支
補
正

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
県
連
合

会
会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方

法
（
案
）
承
認
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
電
子
計

算
機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及

び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
５
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
借
入
金

最
高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認

の
件

第
６
号
議
案
　
商
工
会
職
員
の
再
雇
用
制

度
の
導
入
（
案
）
承
認
の
件

第
７
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
役
員
改

選
に
係
る
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
の
平
成
二
十
一
年
度
の
事

業
計
画
案
で
、
執
行
部
は
三
つ
の
重
点
事

業
を
柱
に
各
種
事
業
を
展
開
す
る
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。
重
点
事
業
に
掲
げ
た
の

は
、『
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
』『
地
域
活

性
化
対
策
の
推
進
』『
商
工
会
機
能
の
強

化
』
の
三
項
目
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
、
会
員
事

業
所
の
経
営
向
上
を
支
援
す
る
た
め
に
、

全
商
工
会
員
さ
ん
巡
回
運
動
の
推
進
、
経

営
革
新
事
業
計
画
の
法
承
認
と
計
画
実
施

の
支
援
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
推
進
な
ど

に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
確
化
。

地
域
活
性
化
対
策
の
推
進
で
は
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
各
種
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
。
創
業
・
新
事
業
分
野
進

出
、
地
域
資
源
活
用
・
農
商
工
連
携
な
ど

の
取
り
組
み
を
支
援
し
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
強
化
。
若
者
の
視
点
を
商
店
街
活
性
化

策
に
活
か
す
「
産
学
連
携
小
規
模
事
業
者

活
性
化
事
業
」
を
来
年
度
も
引
き
続
き
推

進
す
る
ほ
か
、
十
周
年
を
迎
え
た
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
事
業
展
開
の
拡
大
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
の
機
能
強
化
と
し
て
は
、
財
政

基
盤
の
拡
充
と
組
織
率
の
維
持
向
上
に
向

け
て
、
収
益
事
業
の
拡
大
や
会
員
満
足
度

の
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
。

人
事
評
価
制
度
の
効
果
的
運
用
で
商
工
会

の
事
務
局
組
織
強
化
、
事
業
評
価
制
度
の

実
施
・
運
用
な
ど
で
商
工
会
運
営
の
適
正

化
を
実
現
し
、
商
工
会
役
職
員
の
資
質
向

上
対
策
と
し
て
各
種
研
修
の

充
実
強
化
に
取
り
組
む
意
思

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
は
厚
生
労
働

省
の
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
」
の
改
正
に
伴
い
上
程
さ

れ
た
議
案
で
、
執
行
部
は
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
の
措
置

を
講
じ
る
た
め
に
県
連
職
員

服
務
規
程
の
一
部
改
正
を
求

め
、
三
月
二
十
五
日
か
ら
新

た
な
再
雇
用
制
度
が
導
入
さ

県　連 

平
成
二
十
年
度 

開
催 

臨
時
総
会

 

れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
は
次
期
役
員
改
選
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
を
求
め
た
も
の
で
、
商
工

会
数
が
前
回
の
役
員
改
選
時
の
八
十
九
か

ら
三
十
八
に
減
少
。
役
員
の
定
数
削
減
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
執
行
部
は
役

員
定
数
を
現
行
二
十
九
人
か
ら
二
十
人
と

し
、
新
た
な
ブ
ロ
ッ
ク
割
で
配
分
定
数
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま
し

た
。「
ブ
ロ
ッ
ク
割
に
つ
い
て
は
も
っ
と

慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
」
な
ど
の
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
総
会
の

承
認
を
得
て
新
た
な
定
数
配
分
が
決
定
し

ま
し
た
。
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広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
「
平

成
二
十
年
度
臨
時
総
会
」
が
三
月
十
三
日
、

福
山
市
三
之
丸
町
の
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者

三
十
一
人
、
委
任
状
十
二
人
、
合
計
四
十

三
人
の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
一
年
度

の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
が
け
て
「
平
成
二
十
年

度
第
三
回
広
島
県
商
工
会
青
年
部
研
修

会
」
が
開
か
れ
、
株
式
会
社
サ
ン
エ
イ
の

武
田
聡
樹
代
表
が
、「
事
業
を
承
継
す
る

と
い
う
こ
と
〜
自
分
の
想
い
を
伝
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
〜
」
を
演

題
に
講
演
。

武
田
代
表
は
、「
会
社
経
営
で
重
要
な

の
は
他
人
の
力
を
借
り
る
こ
と
」
と
経
営

哲
学
を
披
露
。
社
員
の
力
を
借
り
て
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
き
た
過
去
を
紹
介

し
な
が
ら
、
い
か
に
他
人
の
力
を
借
り
、

い
か
に
他
人
の
力
を
引
き
出
す
か
が
経
営

上
の
重
要
な
課
題
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

後
継
者
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、「
自
分
の
価
値
観
を
表
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

「
社
員
の
本
気
に
後
継
者
が
負
け
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
」
と
危
機
感
を
鼓
舞
。
周

囲
に
熱
い
思
い
を
語
れ
る
仕
事
の
で
き
る

人
に
な
る
よ
う
に
求
め
て
、
青
年
部
員
た

ち
の
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。
通
常
総
会
で

は
、
瀬
戸
田
町
商
工
会
青
年
部
の
金
本
佳

三
部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
三
議
案
を
審

議
。
第
１
号
議
案
は
、
審
議
の
結
果
原
案

通
り
に
可
決
。
続
い
て
第
２
号
議
案
と
第

３
号
議
案
を
関
連
議
案
と
し
て
一
括
上

程
。
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
収
支
更
正

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
会
費
賦

課
基
準
（
案
）
お
よ
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

第
２
号
議
案
の
来
年
度
事
業
計
画
案
の

中
で
執
行
部
は
、
厳
し
さ
の
中
に
新
し
い

活
路
を
見
出
す
県
青
連
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
を
打
ち
出
す
た
め
、『
革
新
』
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
を
設
定
。
次
年
度

も
積
極
的
に
経
営
革
新
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ（
自

立
）＝
組
織
活
性
化
の
推
進

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
創
出
）＝
資
質
向
上
の
推

〝〞

〝

進

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ

（
国
際
化
）＝
青
年
部
員
の
国
際
化
へ
の
対

応

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
情

報
）＝
広
報
活
動
の
推
進

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
交

流
）＝
交
流
事
業
の
推
進

な
ど
の
目
標

に
向
け
て
大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

「
自
立
」
に
つ
い
て
は
、
青
年
部
有
資

格
者
の
実
態
把
握
調
査
を
行
い
、
部
員
獲

得
と
増
強
運
動
を
促
進
。
帰
属
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
年
部
加
入

統
一
申
込
様
式
の
導
入
を
計
画
。「
創
出
」

に
つ
い
て
は
、
県
内
の
全
部
長
を
対
象
に

年
二
回
程
度
の
全
県
部
長
会
議
の
開
催
を

計
画
。
県
内
の
青
年
部
長
間
で
目
的
意
識

と
価
値
観
の
共
有
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
ま

し
た
。「
国
際
化
」・「
情
報
」
に
つ
い
て

は
、
全
青
連
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
本
県
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ク
テ
ィ
ブ
ヒ
ロ
シ

マ

な
ど
の
活
用
に
よ
る
積
極
的
な
情
報

発
信
を
目
指
し
、「
交
流
」
に
つ
い
て
は
、

各
種
会
議
や
研
修
会
な
ど
で
県
内
外
の
青

年
部
間
、
関
連
団
体
と
活
発
な
交
流
促
進

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

〞

〝

〞 〝〞

〝〞 〝〞

平
成
二
十
年
度 

臨
時
総
会

臨
時
総
会 

開
催
開
催 
臨
時
総
会 

開
催 

県青連 県青連 
武田聡樹代表による講演
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広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
「
平

成
二
十
年
度
臨
時
総
会
」
が
三
月
十
八
日
、

南
区
元
宇
品
町
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
三

十
九
人
、
委
任
状
四
人
、
合
計
四
十
三
人

の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
一
年
度
の
事

業
計
画
案
、
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
大
崎
上
島
町
商
工
会

女
性
部
の
菅
原
貴
和
子
部
長
が
議
長
と
な

り
議
事
を
進
行
。
平
成
二
十
年
度
の
収
支

更
正
予
算
書
案
な
ど
三
つ
の
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
は
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
、
菅
原
部
長
は
第
２
号
議

案
と
第
３
号
議
案
は
関
連
す
る
案
件
の
た

め
同
時
審
議
す
る
よ
う
求
め
、
執
行
部
が

一
括
し
て
説
明
を
行
い
二
つ
の
提
案
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
全
員
異

議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
収
支
更
正

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
二
十
一
年
度
会
費
賦

課
基
準
（
案
）
お
よ
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

来
月
一
日
、
県
内
五
地
域
十
二
商
工
会

が
合
併
す
る
こ
と
で
、
商
工
会
内
部
組
織

で
あ
る
女
性
部
数
は
三
十
八
部
に
減
少
。

県
女
性
連
で
は
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
来
年
度
は
合
併
後
の
組
織
体
制

の
整
備
と
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
女
性
部
事

業
を
展
開
す
る
基
本
方
針
を
策
定
。

第
２
号
議
案
の
来
年
度
計
画
案
で

は
、
組
織
の
強
化
・
拡
充
事
業
、
関

連
事
業
の
推
進
、
帰
属
意
識
の
高
揚

な
ど
八
項
目
に
重
点
的
に
取
り
組
む

案
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。組

織
の
強
化
・
拡
充
事
業
で
は
、

全
国
統
一
で
行
わ
れ
て
い
る
部
員
増

強
運
動
を
さ
ら
に
力
強
く
展
開
し
、

魅
力
あ
る
女
性
部
づ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
、
今
年
度
に
続
き
「
ふ
る

さ
と
小
包
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
関
連
事
業

の
推
進
で
は
、
新
規
創
業
、
新
分
野

進
出
な
ど
の
経
営
革
新
を
支
援
す
る

女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
実
施
の

ほ
か
、
県
内
統
一
事
業
の
街
の
美
化
・
交

通
安
全
運
動
や
、

こ
ど
も
未
来
づ
く

り
・
ひ
ろ
し
ま
応
援
隊

に
よ
る
子
育
て

支
援
事
業
「
子
育
て
応
援
イ
ク
ち
ゃ
ん

サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
参
画
な
ど
で
積
極
的
な

地
域
貢
献
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
帰
属
意
識
の
高
揚
で
は
、
女
性
部
手

帳
の
斡
旋
と
女
性
部
カ
ー
ド
の
普
及
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

通
常
総
会
後
に
開
か
れ
た
「
平
成
二
十

年
度
第
三
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
」
で

は
、
全
国
商
工
会
組
織
強
化
推
進
本
部
長

の
大
高
衛
氏
が
講
師
と
し
て
登
壇
。

今
〝

〞

〝

36％割引。最高水準の割引率です！（所得補償保険団体契約） 

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。 

広島中央支店 
広島市中区大手町1-2-1  〒730-8730

Tel.082-247-2681

平
成
二
十
年
度 

臨
時
総
会

臨
時
総
会 
臨
時
総
会 

県女性連 県女性連 
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後
の
商
工
会
と
女
性
部
の
あ
り
方

を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
大
高
氏
は
、
現
在
の
不
景

気
の
要
因
を
「
外
需
依
存
の
結
果
」
と
分

析
。
日
本
経
済
の
外
需
頼
り
が
不
景
気
を

招
い
た
と
説
明
し
て
、「
内
需
再
生
こ
そ

解
決
の
道
」
と
力
強
く
断
言
し
、「
今
あ

る
商
売
を
持
ち
こ
た
え
さ
せ
、
一
円
で
も

所
得
の
高
い
雇
用
を
生
み
出
し
、
一
円
で

も
多
く
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
で
内
需
再

生
に
貢
献
し
て
」
と
女
性
部
員
た
ち
の
奮

起
を
促
し
ま
し
た
。

大
高
氏
は
内
需
再
生
の
一
手
段
と
し

て
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顧
問
の

松
村
祥
史
参
議
院
議
員
が
創
設
に
尽
力
し

た
「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援

事
業
」「
農
商
工
等
連
携
促
進
法
」
の
活

用
を
女
性
部
員
た
ち
に
注
文
。
一
つ
ひ
と

つ
の
施
策
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
、
積
極

的
な
情
報
収
集
と
計
画
が
事
業
成
功
の
カ

ギ
に
な
る
と
力
説
し
て
、「
一
つ
で
も
多

く
の
事
業
を
女
性
部
の
力
で
成
し
遂
げ
、

厳
し
い
時
代
に
勝
ち
残
っ
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
事
業
承
継
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
支

〞

援
セ
ン
タ
ー
と
共
に
平
成
二
十
年
五
月
三

十
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
早
や
、

十
か
月
経
ち
ま
し
た
。
事
業
承
継
ニ
ー
ズ

調
査
、
窓
口
相
談
、
専
門
家
派
遣
、
情
報

提
供
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

事
業
承
継
の
問
題
提
起
・
課
題
解
決
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
専
門
家
派
遣
の
目
標

企
業
数
は
四
件
で
し
た
が
、
十
二
件
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

■
事
業
承
継
支
援
は
な
ぜ
必
要
か

現
経
営
者
に
は
、「
あ
な
た
に
万
が
一

の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し

た
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
従
業
員
は
、
ど
う

な
る
の
で
す
か
」
そ
し
て
、「
現
経
営
者

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
う
ち
に
後
継
者
を

決
定
し
、
計
画
的
に
承
継
計
画
を
実
行
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
訴
え
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
常
の
業
務
で
精

い
っ
ぱ
い
の
事
業
所
が
多
く
存
在
し
ま

す
。
ま
た
、
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
漠
然

と
不
安
を
抱
え
て
い
て
も
、

・
後
継
者
が
い
な
い
。

・
後
継
者
が
い
る
が
、
後
継
者
教
育
の
必

要
性
が
あ
る
。

・
事
業
の
先
行
き
が
不
安
な
の
で
、
子
供

に
事
業
を
継
い
で
と
は
言
え
な
い
。

・
後
継
者
以
外
の
子
供
に
気
兼
ね
を
し
て

い
る
。

・
相
続
で
事
業
用
資
産
が
分
散
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
。
な
ど
、
事
業
所
に

よ
っ
て
そ
の
課
題
は
様
々
で
す
。

■
当
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
問
題
解
決
①

事
業
所
訪
問
や
窓
口
相
談
等
に
て
課
題

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
の
ち
、
経
験
豊
富
な

専
門
家
を
派
遣
し
、
問
題
解
決
を
図
り
ま

す
。

■
当
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
問
題
解
決
②

ま
た
、
後
継
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、

数
年
間
の
経
営
計
画
の
策
定
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。
広
島
県
の
経
営
革
新
計
画
の

認
定
取
得
に
取
組
み
、
そ
の
書
類
を
埋
め

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
現
状
把
握
・
見

直
し
・
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
計
画
を
練

る
の
で
す
。
現
経
営
者
と
後
継
者
が
同
席

し
て
策
定
す
る
の
が
一
番
で
す
が
、
後
継

者
が
主
に
な
っ
て
、
当
事
業
承
継
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
が
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。

現
経
営
者
も
後
継
者
も
遠
慮
し
て
経
営

の
こ
と
に
つ
い
て
意
志
疎
通
が
で
き
て
い

な
い
、
ま
た
は
逆
に
遠
慮
が
な
く
ケ
ン
カ

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日

常
的
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
て
も
、
経
営
状

況
、
特
に
借
入
金
に
つ
い
て
、
何
も
聞
か

さ
れ
て
い
な
い
後
継
者
が
多
数
い
ま
す
。

計
画
策
定
の
書
式
を
埋
め
る
う
ち
に
、

・
経
営
理
念
、
沿
革

・
当
事
業
所
を
巡
る
内
外
の
環
境
（
機
会

と
脅
威
、
独
自
性
と
弱
み
）

・
財
務
状
況
な
ど
、
必
要
な
事
項
が
明
確

に
な
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
若
い
感
性
で
の
新
た
な
取

組
を
模
索
す
る
の
で
す
。

・
親
に
な
い
Ｉ
Ｔ
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
す
。

・
今
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫

・
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
仕
入
〜
製
造
〜
販
売
の
プ
ロ
セ
ス
の
仕

組
み
作
り

な
ど
で
す
。
計
画
策
定
に
よ
り
、
後
継
者

自
ら
考
え
る
、
そ
の
た
め
に
補
完
す
べ
き

ノ
ウ
ハ
ウ
、
設
備
、
人
員
な
ど
を
決
定
す

る
、
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
は
経
営
計
画

推
進
力
と
な
り
ま
す
。

■
今
後
の
予
定

当
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引

き
続
き
、
窓
口
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、

専
門
家
派
遣
等
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

当
支
援
セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
な
ご
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
承
継

事
業
承
継
に
つ
い
て 

事
業
承
継

事
業
承
継
に
つ
い
て 

事
業
承
継
に
つ
い
て Ⅲ 
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「商工貯蓄共済提案公募型加入促進事業」の実施 「商工貯蓄共済提案公募型加入促進事業」の実施 

新規加入実績口数一覧表 

　商工会連合会では、商工貯蓄共済事業加入促進への取組みとして、平成２０年度も「商工貯蓄共済提案公募型

加入促進事業」を実施しました。 

　本事業は、組織を上げて積極的に加入促進に取組むもので、６年前から実施し、本年度は１７箇所をモデル商工

会として指定しました。指定商工会は平成２０年８月～平成２１年２月の期間で、いずれかの月を加入促進強化月間

として設定し、目標口数を定め加入推進を図るものです。 

　本年度の実績は、モデル商工会数：１７商工会、加入目標口数：１,４７０口、新規加入口数実績：２,７７７口と全体

目標達成率１８８％の実績をあげていただきました。その中でも安芸津町商工会は２００口の目標に対し、新規加入

５１３口と月間新規加入口数としては過去最高、達成率２５６％の驚異的な実績をあげられました。 

　続いて、三原臨空商工会では４７０口、呉広域商工会では３７２口と大きな新規加入実績をあげられ、全体として

は目標口数に対し達成率２００％以上７箇所、１００％以上１０箇所で、指定全商工会が目標口数を達成し、本事業に

対する報奨金も１,０１５万円を獲得するなど、積極的に取組んでいただきました。 

　平成２１年度も本事業要領に基づき、地域商工業の福利厚生充実の一環として、また、商工会の自己財源の一

助としての継続実施を予定しております。 

　平成２０年度の本事業新規加入実績は以下のとおりです。 

（新規加入実績口数順） 

安 芸 津 町  

三 原 臨 空  

呉 広 域  

大 野 町  

江 田 島 市  

瀬 戸 田 町  

北 広 島 町  

宮 島 町  

沼 田 町  

安 芸 高 田 市  

黒 瀬  

三 次 広 域  

備 北  

佐 伯  

安 芸 町  

福 富 町  

東 城 町  

計 

商 工 会 名  実　施　月 

H２０ .１１ 

H２０ .　８ 

H２０ .１０ 

H２０ .　８ 

H２０ .　９ 

H２０ .１０ 

H２０ .１１ 

H２０ .　９ 

H２０ .　８ 

H２０ .　９ 

H２０ .　９ 

H２０ .１０ 

H２０ .１０ 

H２０ .１１ 

H２０ .１１ 

H２０ .１２ 

H２０ .　９ 

１７箇所 

２００　 

２００　 

１５０　 

１００　 

２００　 

７５　 

７５　 

５０　 

５０　 

７５　 

７５　 

５０　 

５０　 

３０　 

３０　 

３０　 

３０　 

１,４７０口 

５１３　 

４７０　 

３７２　 

２４７　 

２１２　 

１７３　 

１５１　 

１４４　 

７８　 

７７　 

７６　 

７６　 

６１　 

３５　 

３２　 

３０　 

３０　 

２,７７７口 

２５６% 

２３５% 

２４８% 

２４７% 

１０６% 

２３０% 

２０１% 

２８８% 

１５６% 

１０３% 

１０１% 

１５２% 

１２２% 

１１６% 

１０６% 

１００% 

１００% 

１８８%

目標口数（口） 新規加入実績口数 達　成　率 
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

１日あたり約65円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

医療特約の追加で、 
疾病入院の場合、 
1日目からお支払い！ 
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